
令和元年７月１７日～７月２２日にかけて、梅雨前線豪雨と台風５号がもたらした大雨に
より令和元年７月２０日午前１０時５分五島・対馬に大雨特別警報が発表されました。
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写真-1 平成30年7月6日
石木川 木場橋写真

台風による湿った風

太平洋高気圧周辺から発生した風

線状降水帯

図-1 令和元年7月20日10時05分時点線状降水帯
出典：気象庁ホームページより
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今回の大雨は、台風5号による風と太平洋高気圧周辺から発生した暖かく

湿った風が合流することにより、線状降水帯と呼ばれる雨の帯が形成され、

梅雨前線と併せ長時間にわたり強い雨をもたらしました。

(図－１参照）

特に五島地方・対馬地方については大雨特別警報が発表されており、平

成２年７月２日に床上浸水９７戸、床下浸水２８７戸を記録した雨や、昨年の

７月６日に川棚町に降った大雨と比べても強い雨が観測されました。

昨年７月６日の大雨では、川棚川本川や石木川が増水し、山道橋地点で

は氾濫注意水位を約６０ｃｍ超過しました(写真-１,２）。今回の五島列島や

対馬で発生した線状降水帯と同規模のものが川棚川流域に発生すれば、

昨年や平成２年の大雨時以上に河川が増水し危険な状態となっていた恐

れもあります。

石木ダムができると、ダムの洪水調節機能により、石木川や川棚川本川

の水位を下げ、氾濫の危険性を減らすことができます。皆様がお住まいの

地域の安心・安全のためにも、石木ダムへのご理解とご協力をよろしくお願

いいたします。
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｢水のわ｣に関して、ご質問やご意見等がありましたら、下記連絡先にお寄せください。

石木ダム建設事務所 電話 ０９５６－８２－５１０９
長崎県土木部河川課 電話 ０９５－８２３－３２８０

石木ダム建設を推進する各団体の集会が開催されました。

佐世保市では、「石木ダム建設促進佐世保市民の

会」の理事会が開催され、令和元年度の事業計画等が

審議されました。

また理事会の冒頭では、昨年7月の事業認定取消訴訟

の第一審判決によって、司法の場で事業の合理性が認

められたこと、そして今年５月に収用委員会から裁決

が下されたことで、石木ダムの建設に向けて大きな弾

みがついたものと考えているといった意見が出され、

「今後も石木ダム早期建設に向けた活動を推進してい

く」などの決議がなされました。

川棚町では、ダム建設のために住宅や農地などの提
供を余儀なくされた関係者で構成される「石木ダム対
策協議会」の総会が開催されました。

総会では、平成6年の佐世保での大渇水の様子が取り

上げられ、石木ダムを建設することで「佐世保の皆さ

んを、何とか助けてあげなければならない」という想

いから本会が設立されたという経緯や、石木ダム周辺

の整備計画の策定のために、各地の事例の視察などを

行い、会の意見として起業者に提案する予定であると

いった報告がなされました。

佐世保の大渇水を目の当たりにして
「石木ダム対策協議会」総会（7月25日開催）

裁決でさらに弾みがついた
「石木ダム建設促進佐世保市民の会」理事会（7月20日開催）

●過去の「水のわ」を読むには？

「水のわ」の最新号＋バックナンバー（第９４号以降）は、石木ダム建設事務所のホームページに掲載されています。
石木ダム建設事務所のホームページにURL：https://www.pref.nagasaki.jp/section/ishikidam/もしくは、QRコード

からアクセスして、ページ内【ダムだより「水のわ」】のボタンから過去の「水のわ」を読むことができます。

毎週木曜日１４時～１６時 県と町で相談できる体制を整えています。
～移転先、補償金、将来の生活設計などのご相談を～

石木ダム建設事務所では、随時電話で、地権者の方からの生活相談を受付けておりましたが、８月１日から毎週

木曜日に、岩屋郷にある石木ダム生活相談所を会場として、現地でも生活相談をしていただけるよう、体制を拡充

しました。１４時～１６時に長崎県と川棚町の職員が待機して、相談を受けられる体制を整えています。

また川棚町役場ダム対策室においても８月１日から石木ダム生活再建相談所を開設して、相談を受付けられる体

制を整えています。（川棚町ダム対策室は、新庁舎の建設に伴い、郷土資料館へ移転しています。）

石木ダム生活相談所（岩屋郷） 石木ダム生活相談所の室内の様子 川棚町ダム対策室

https://www.pref.nagasaki.jp/section/ishikidam/

